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1.はじめに

外国語学習者にとって、語葉・文法力を高めたり、言語のI芝用場面や働き(functions)について

の理解を深めたりするとともに、会話を切り出し・維持・修復・終結するための方略

(∞mmunication s回 tegies)を身につけることは重要である。従来、 「文法シラパスJ、 「場面シラ

パスJ、 「概念・機能シラパスJなどの教材が多く出されてきたが、コミュニケーション方略の

教授(習得)を枠組みとしたものはまだ少ないと思われる。本研究では、これまでの談話分析に

おける研究者の知見を踏まえ、外国語学習者にとってコミュニケーションを行う上で欠くのこと

のできない方略が、どのように日本の高校生に提示されているかを考えてみる。具体的な手法と

しては、高等学校用検定済教科書「オーラル・コミュニケーションAJを分析し、その特徴のい

くつかを明らかにしてみたい。

2.コミュニケーション重視の外国語指導への涜れ

1999年3月高等学校新学習指導要領が発表された。中学校の新指導要領と併せて今回の外国語

科における改訂の特徴は以下のようにまとめることができる。

(1)外国語科を必修とする。中学校では英語を履修させることを原則とする。

(2) r実践的コミュニケーション能力』の育成を目指す。

(3)中学校において「聞くことJ及び「話すことJを重視する。また、目標及び言語活動を

3学年一括表示する。

(4)高等学校において、 4つの領威の有機的な関連を図った fコミュニケーション活動Jの

指導を行う.また、 『コミュニケーション活動Jの基本条件を示す。

(5) r言語活動の取扱い』で『指導上の配慮事項Jと「言語の使用場面と働きJを明示する。

(新里 1999:8) 

これらは21世紀へ向けて、より一層のコミュニケーション重視の外国語指導への流れと捉える

ことができる。そして、上記の 5点目は今回の改訂で初めて登場したものであり、教室での効果

的なコミュニケーション活動を創造していくためには、教授者のコミュニケーションに関する幅

広い知見が必要となってくる.この意味において J.Avan Ek (1975)の『文法と語義という文構

成の道具はそれ自体が目的ではなく、コミュニケーションの機能の実現のための手段である。そ

して実際に重要なのはこの技能であるJ(米山、松沢訳 1998:vめという主張は、外国語教授者の

多くが指針として受けとめるべきである。
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3.言語の『機能』とは

言語の働き、つまり「機能(function)Jを『ロングマン応用言語学用語辞典』では「言語の発話

や単位が用いられる目的。言語教授では、言語機能は要請、謝罪、不平、申し出、お世辞などの

ような行為の範障として記述されることが多い.言語の機能的な使用は、単に文の文法構造を研

究するだけでは決定できないJ(p.14のと解説し、次のような例を示している.

(命令形の文のさまざまな異なった機憧}

Give me that book. 

Pass the jam. 

Tum right at the comer. 

Try the smoked saImon. 

Come round on Sunday. 

(命令 Order)

(要請 Request}

(指示 Instruction)

(示唆 Suggestion)

(招待 Invitation)

また Widdowson(1978:29)は、 「談話の一貫性Jに関わって次のような例を示した。

A:τ"hat's the telephone. 

B: l'm in the bath. 

A:O.K. 

そして我々はこのようなやりとりを聞くとき、以下の(

解釈する(p.29)と述べている。

A:τ"hat's the telephone. (臼nyou answer it， ple蹴?)

恐怖， 1 can't answer it beω.use) l'm in the bath. 

A: O.K. (l'll answer it). 

)の部分を補いながら談話の意味を

B.の発話はWhereare you?などの問いかけに対してであれば、自分の居場所を reportingしてい

ることになるが、この場合それぞれの発話は requesting、excusing、acceptingの機能を果たしてい

ると考えられる。

それでは、 「言語の機能Jを決定する要因にはどのようなものがあるのだろうか。次の談話を

考えてみたい。

A: What time is it? 

B: Five pぉtsix. 

A: (McCa抽y1991: 18) 

Aの発話は、ふつう「何時ですかJという情報を求める askingの機能を持ち、 B.の与えてくれた

情報に対して 2番目のAの発話はおそらく

1. A:百国立s.

などがくるであろう.しかし、別の可能性としては

-256ー



2. A: Good! Clever girl! 

3. A: No， it isn't， and you know it isn't; it's half past and you're late again! 

などもあり、特に 3.の場合は Aは純粋に情報を求めているのではなく、 B.を非難(または叱責)

する(a∞凶ing)ためにことばの民にかけている感じさえする。このような例から「どの発話にお

いても、そのときの参与者ωarticipants)と役割(roles)と場面(setting)とがそろってはじめて機能が決

定され、さらにこれらを考慮した上で言語形式が解釈されるJ(同書 p.18)ことがわかる。

4.代表的な『言語機能リスト』

4.1.2つのThr凶holdI..evel 

シラパス立案、カリキュラム改革、試験問題開発、教科書編集、教育課程編成などにもっとも

広く活用され信頼できる「言語機能リストJとしてJ.A.v姐Ekが中心となり、 1975年に欧州会議

(the Council of Europe)が出版した羽resholdLevel Englishがある。これは、 「言語例として英語を

選び、この言語が日常生活でコミュニケーションの手段として用いられている国で学習者が自力

で行動するために、ことばをどのように使えればよいかを明確に示そうとする最初の試みJ(米

山、松沢訳 1998: i)であった。そこに示されている言語機能には以下のようなものがあり、それ

ぞれがさらに下位区分されている。

Thr路holdI..evel初版の言語機能リスト

1. Imparting and seeking factual information 

2. Expressing and finding out intellectual attitudes 

3. Expressing血 dfmding out emotional attitud凶

4. Expressing and fmding out moral attitudes 

5. Getting things done (s脳 ion)

6. Socializing 

これに改良を加えたのが J.A.van Ek and J.L.M. Trim (1991: 22)による言語機能リストである。

τbashold I..evel 1990の言語機能リスト

1. Imparting and seeking factual information 

2.E却ressingand finding out attitudes 

3. Getting things done (suasion) 

4. Socializing 

5. Structuring discourse 

6. Communiω.tion repair 

4.2.初版と改訂版との比較

初版と改訂版を比べてみると多くの改良点が見られるが、以下の 2点が特徴的である。

4.2.1.コミュニケーション能力の構成要素の明確化

コミュニケーション能力の定義については諸学者がこれまで色々な主張を唱えてきたが、その

構成要素を以下の区分のように明確に示した. (*)を付けた部分に改良が見られる.
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コミュニケーション偉力 (communiC3Uve副 E肘

一言語的能力(Iinguisticcompetence) 

一 社会言語的能力 (sociolinguisticcompetence) 

ー ディスコース能力 (discourse∞mpetence) ( * ) 
一方略的能力 (strategiccompetence) (*) 

一 社会文化的能力 (socioculturalcomp脱出e) (*) 

一 社会的能力 (socialcompetence) 

個性の最適の発達 (opomaldevelopment of perso回目前 (*) 

一 認知的発達 (cognitivedevelopment) 

一 情動的発達 (affectivedevelopment) 

4.2.2. r言語機能』に2つの範障を追加

初版において、文の上にくるディスコース(discourse)と会話構造(conversational s加 d眠)の説明

が欠けているとの批判から、言語機能の分類に根本的な変更を加え、以下の 2つを付け加えた。

「ディスコースを組み立てるJ(structuring dis∞urse) 

「コミュニケーションの修復J(communication repair) 

5. rコミュニケーション方略』とは

ここでは「コミュニケーション方略j を「意味の交渉(negotiationof meaning)を行うために、会

話を切り出し、維持・修復し、終結させる能力Jと捉えることとする。その具体的なものとして

は次のようなリストが 1例としてある。

主なコミュニケーション方略

1. Starting a Conversation 

2. Getting the Floor 

3. Keeping the Floor 

4. Introducing a Topic 

5. Changing a Topic 

6. Asking for Repetition 

7. Asking for / Giving Oarification 

8. Checking and Indicating Understanding 

9. Breaking in / Interrupting 

10. Taking Time for τ'hinking / Hesitating 

11. Breaking / Avoiding SiIence 

12. Closing a Conversation (田中、ラウア一、達川 1999:5)

例えば、 Keepingthe Floor (発言権を保つ)の方略に用いる表現としては

1 have包♀ reasonsfor supporting his pI組.~...

1 have.l!.且♀!h!a:place in mind. You might be able ωvisit Hiroshima. 

As 1 was savinl!:. 

などがある。これらの表現を用いると、聞き手は発言を差し控え、話し手は発言権を保つことが

できる。
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なお本研究では、 ThresholdLevel 1990で新たに加えられた「ディスコースの組み立て」や「コ

ミュニケーションの修復Jと密接に関わり、比較的分析し易い4つの「コミュニケーション方略J

に用いられている言語機能に注目して教科書分析を行うこととした。

6.教科書分析

学習者に『コミュニケーション方略」がどう教えられているかを探るために、高等学校用検定

済「オーラル・コミュニケーションAJの教科書を分析した。対象としたのは1998年度採択率上

位 8社で、占有率は合計で76.2%である。今回は上記の方略のうち、 5，6， 7， 10の4つについて調

査した。その際、それぞれの方略を用いるための言語的手がかり(表現)を明示的に含んでいる

場合のみを抽出した。したがってGivingClarificationの例として次のようなものはカウントしてい

ない。

A: Oh， 1 see. Where should 1 get off] 

B:At the second stOD.τ1Je bus stODS just in front of the station. (English Street， p.お)

6.1. ChaDging a T，句ic

「話題を変えるJための表現はあまり登場していない。高校生用の教科書教材ということで、

談話の分量をある程度制限する必要があり、その中に複数の話題を盛り込むのは難しいようだ。

『話題を変えるJための表現を提示していない教科書も 1社あり、 8社合計でも14例しか登場し

ていない。

①頗出する表現

[5社で登場]

Kai: GIad to meet you， too. 

Kenta: Sure. Here you紅'e.

Here's a registration form. Could you please fill it out? 

Kai:τE姐 kyou. ~主主主~ did you bring佃 YThai money? 

Kenta: No. 

②一部の教科書でのみ登場する表現

【2社】

・~垣旦g.，Qf∞mputers， 1 bought this smaII dictionary the other day. 

Sarah: Good 

Ken: Right. 

【1社]

τnen we don'l have 10 worry about the weather. 

~ what are we going 10 take with us? 

J: Well， at fiおし 1di血'tIike my job. But血en1 got凶 edto血ework. 

R: 1'm glad 10 hear也al. ~坦晶 can we g巴ttogether sometime soon? 

J: That・dbe nice. 

6.2. Asking f，ぽ R句 etition

It's not bad. 

(Interact， p.54) 

(ECHO， p.74) 

(EXPRESSWAYS， p.20) 

(Ei昭 lishStreet， p.18) 

会話の相手に『反復を求めるJ発話は、 10種類以上の異なる表現が見られた。相手の言ってい

ることが聞き取れなかったり理解できない時に、 『反復を求めるJ行為は会話を維持・修復する
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ための大切な方略であるが、教科書での登場回数は少ない.また全般的に会話があまりにもスム

ーズに展開し過ぎる印象があり、この「反復を求めるj 表現が本文中に全く登場しない教科書が

2社あった。

①頻出する表現

【5社】

• Pardon? (または 1beg your pardon? Pardon me?) 

'Wo叫dyou say it again， please? 

【3社]

• Sorry? (または rmsorry?) 

. Excuse me? 

②一部の教科書でのみ登場する表現

【2社]

. What did you say? 

. What's …again? 何hat'syour name again?) 

他 3OiJ 

(Hello there!， p.18) 

また、相手に r(もう少し)ゆっくり話すように頼む』表現は、数は少ないが以下のようなも

のが見られた。そしてこれらの表現が本文中に登場したのはわずか 3社にすぎない。

• can you spωk (a IittIe) more sIowly? 
. Can you speak a IittIe sIower? 

• 1 can't understand. Please speak sIowly. 

・白uIdyou say that again more sIowly? 

6.3.As副ngf，町/Giving CIarification 

6.3.1. A虫包gf.ぽ CIarifi回低価の表現

相手の発話に対して「明確化(詳しい説明)を求めるJことはもっとも基本的で必要不可欠な

方略であり、豊富な表現例が見られる。

【5社】

• Do you mean ...? (または Youmean …?) 

. What kind of ... ? 

【4社]

• Sorry， 1 don't understand what you mean. (または 1can't foIIow you.) 

. What does ... me姐?

・相手の発話(の一部)をそのまま(上げ調子で)繰り返し明確化を求める

(例)

Tapio: Look at this picture.τlle Sami are gathering reindeer. 

Aya:耳凶組立

Tapio: Yes.τlley are the. indigenous people in Lapland. 
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【3社】

. What do you me皿?

. What's that? 

. What happened? 

・句や節の一部に疑問調を用いて明確化を求める

(例)

A: Is it coeducationaJ? 

B:与主主担立

A: Are there both girls and boys at your school? 

【2社}

. Can you explain伽 tagain? 

【1社]

A: 1 liked it very much. It's an exciting city. 

B:.Em.ti且民 In what sense? 

A: Well， there訂 elots of people， cars， bikes， shops， ...姐dtemples， too. 

A:~鐘2

B: Yes， temples.τ1tailand is a Buddhist cou凶 y.

その他

. What does…taste like? 

• How large is 'large' ? 

. Which one? 

. Why do you think so? 

• Is it true …? 

6.3.2. Givi曙口組E図鑑00の表現

• 1 hear ... 

• So? 

. What do you組皿!!rdo? 

• Pardon? 

・Likehow?など多数

(English Street， p.13) 

(Interact， p.50) 

一方、自らの発話内容を主体的に明確化しようとする方略はあまり用いられていない。相手に

尋ねられて、それに返答することによって明確化をするというパターンが多いようである。 r言
い換えのためJの表現を身につけることは、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の

育成にも不可欠であり、改善が望まれる。

. It me創18••• 

.1 mean..・

• So … 
(例)

A: 1 have a big family. 1 have twin sisters a year older th姐 I皿 1. 1 aJso have a younger brother. And my 

p訂ents…

B:~♀ you're a farnily of six? 

A;， No. My-grandparents live wi血凶， ~ there're eight in our family. 但nglishS位eet，p.8) 

. That's ... 

• a kind of ... 
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A: How much is it? 

B: ~2.99. ♀a且.i1 ~ 3. 

A: How much is it? 

B: ~3.99. ~ ~4. 

• one of ... 

. Iike … など

6A.Taki理 由 即 for1binki曙IBesi凶曙

(EXPRESS開四~ p.55) 

(EXPRESS開 YS，p.56) 

それぞれの教科書によって数のばらつきはあるが、自分の次の発話内容を考える時間を確保す

るための表現を全社が提示している。実際の会話場面ではできるだけ「沈黙j しないように、こ

のような‘つなぎのことば'を使用するよう指示している教材もあった。この点については、

2002年から施行される『中学校学習指導要領』の中でも、主な指導事項の 1つとして「つなぎ言

葉を用いるなどいろいろ工夫して話が続くように話すこと』と示されており、教室での言語活動

を通してしっかりと定着させたいものである。

①Taking Time for 百linkingの頗出する表現

【8社]

• Well， 

【7社]

. Let me see (…) . 

【5社】

. Let's see. 

-相手の発言を繰り返すことによって考える時間を確保する

(例)

Emi: Are you企eethis Saturday? 

Miss Jones: T1tis Saturdav1 Sorry， l'm busy on that day. 

Emi: How about next Saturday? 

Miss Jones: OK， that's great. 

その他(Hmm…， Err ...， Umm…， and ... ，えっーと，など)多数

(SELEα~ p.l02) 

おもしろい表現としては、相手の問いかけに対して百lat'sa good question. rそれは良い質問だねJ

や τ'hat'sa tough theme. rそれは難しい問題だね」などと言及しながら、すぐに応答せずに時間を

稼いでいると思われる会話例もあった。 (Interact，p.62など)

②Hesitatingのための表現

• W，'ell. actuallv， l'm leaving in a few minutes. 

• 1 hate to say this， but ... 

-τ1te truth is … 

. l'm sorry， but ...など

(English Street， p.36) 
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6.5.分析全般を通して、及び教室への示唆

言語の使用場面や機能については、各社とも既によく意識してその開発がなされているが、

「コミュニケーション方略Jの指導という視点では物足りなさを感じる。例えば、今回分析を試

みた4つのコミュニケーション方略のための表現が、レッスン本文中ではあまり登場せず、裏表

紙や付録的なスペースでの扱いが多い。具体的には次のようなタイトルを付け提示しである。

A社 コミュニケーションのエチケット(黙っていないで反応しよう)

Let's Speak English in the Classroom 

B社会話のきまり文句

COMMON EXPRESSIONS 

C宇土 Bits & Pieces 

Oassroom English 

D社 Warm-up lessons(2) Classroom TaIk (教室で使う表現)

。)白nversationHelp (話をつづけるための表現)

E社 WHATDO YOU SAY IN SUCH CASES? 

Warming up (2) CLASSROOM ENGLISH 

F社 Let'sUse English in the Classroom 

何henand How to Say It) 

G社 CONVERSA:百ONTIPS 

H社本文中での扱いのみ

教科書教材が色々な制限の中で開発されているのも事実であり、その中に同じ表現を頻繁に盛り

込むことは不可能である。しかし、それらの表現がコミュニケーショシを成立させ、自立した談

話の参加者を育成するために必須であれば、教師自身が使用している教材の特徴や限界を理解し

つつ、日常の指導(例えば教室でのALTとのやりとりなど)の中で補おうとする姿勢が大切で

ある。裏表紙などでの一時的な指導だけでは学習者の「実践的コミュニケーション能力Jの育成

は期待できない。

また、発話の「機能Jの判別は多くの要因に左右され、困難さを伴う。例えばPardon?という

発話はふつう「反復を求めるJための表現であるが、次のように聞き手の判断により「明確化

(言い換え)を求めるj 表現と受け取られることもある。

A: What's也epurpose of your visit? 

B:l!l!I!!皿2
A: What are you going to do? 

B: I'm going to go to high school. (争eakωtheWorld， p.6) 

このようにひとつの発話が2つの機能 (double functions)を有することはよくあり、我々外国語教

師は談話分析のダイナミックさを感じるとともに、この分野に関する幅広いそして深い知見を備

えるべきである。
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7.おわりに

外国語学習者にとって、 『語黛力Jを高め確かな『文法知識Jを身に付けることは重要である。

しかしし「実践的コミュニケーション能力j を育成するには、 「言語の働き(機能)Jや「談話

の組み立てJを意識し、コミュニケーションを維持・修復するための方略を身に付けることも不

可欠である。それ故、それぞれの「コミュニケーション方略Jを用いるための明示的表現を効率

よく指導することは、外国語教師の重要課題の 1つである a 本稿が「コミュニケーション方略j

のより効果的な指導の可能性を探る一助となれば幸せである.
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